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甕
隣

サンテミリオン地域（フランス）

日
本
に
お
け
る
文
化
財
の
考
え
方
は
、
有
形
・

無
形
。
民
俗
文
化
財
、
記
念
物
、
伝
統
的
建
造

物
群
に
つ
い
て
、
重
要
な
も
の
を
指
定
な
い
し

選
定
し
、
そ
の
保
存
と
活
用
を
図
る
、
と
い
う

の
が
基
本
で
あ
ろ
う
。
記
念
物
に
は
、
史
跡
、

名
勝
、
天
然
記
念
物
の
一
一
一
種
が
あ
り
、
遺
跡
、

庭
園
・
山
岳
等
の
名
勝
地
、
動
°
植
物
な
ど
が

指
定
・
保
設
さ
れ
て
い
る
。

文
化
財
保
護
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
こ
れ

ら
の
分
類
の
う
ち
、
伝
統
的
建
造
物
群
を
除
け

ば
、
い
ず
れ
も
―
つ
あ
る
い
は
複
数
の
事
物
。

事
象
・
建
造
物
を
対
象
と
す
る
か
、
そ
れ
を
核

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
伝
統
的
遮
造
物
群
の
み

は
、
単
一
の
建
造
物
で
は
な
く
、
町
並
み
な
ど

景
観
を
視
野
に
入
れ
た
考
え
方
に
よ
っ
て
い
る
。

一
方
、

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
条
約
の
目
的

は
、
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
文
化
遺
産

(
c
u
l
tu
r
a
l
 
l
a
n
d
s
c
a
pe
)

」
は
、
本
来
ド
イ
ツ
語
の

K
u
l
tu
r
l
a
n
d
s
c
h
a
f
t
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
ド

イ
ツ
の
地
理
学
者
ン
ユ
リ
ュ
ー
タ
ー
(
O
.
S
c
h
l
i
i
e
r
)

に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
英
語
圏

で
は
、
米
国
の
地
理
学
者
サ
ウ
ア
ー

(
C
.
S
a
u
e
r
)

の
研
究
が
著
名
で
あ
る
。

K
u
l
tu
r
l
a
n
d
s
c
h
a
ft、

c
u
l
t
u
r
a
l
 l
a
n
d
s
c
a
p
e
と
も
に
「
文
化
景
観
」
と
訳

さ
れ
、
人
間
の
営
力
の
加
わ
っ
て
い
な
い
「
自

然
景
観
」
に
対
し
て
、
人
間
の
営
力
が
加
え
ら

れ
て
成
立
し
た
景
観
を
示
す
考
え
方
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
「
文
化
景
観
」
に
は
、
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
の
山
や
、
無
残
な
開
発
の
爪
痕
な
ど
の

好
ま
し
く
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。

こ
の
「
文
化
景
観
」
と
、
先
の
文
化
庁
検
討

多
様
な
文
化
遺
産

「
文
化
的
景
観
」
指
定
の
意
義

日
本
に
お
い
て
も
、
既
に
伝
統
的
建
造
物
群

の
考
え
方
の
中
に
景
観
の
視
点
が
取
り
込
ま
れ

委
員
会
報
告
の
「
文
化
的
景
観
」
と
の
考
え
方

お
よ
び
意
味
の
源
は
同
一
で
あ
る
。
た
だ
、
報

告
瞥
の
「
文
化
的
景
観
」
の
定
義
に
は
、
「
価
値

が
高
い
も
の
」
と
の
評
価
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

の
点
で
は
「
文
化
景
観
」
一
般
と
は
区
別
し
て

「
文
化
的
景
観
」
の
語
を
使
用
す
る
の
が
、
混
乱

を
招
か
な
い
―
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
文
化
的
景
観
」
は
、
伝
統
的
産
業
お

よ
び
生
活
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
形
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
現
在
で
も
な
お
人
間
生
活
・
活

動
と
直
接
か
か
わ
っ
て
い
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
き

わ
め
て
動
態
的
で
あ
る
。
ま
た
、
各
地
の
地
域

的
な
自
然
条
件
や
歴
史
的
な
過
程
、
あ
る
い
は

経
済
・
文
化
と
結
び
つ
い
て
き
た
と
い
う
点
で

は
、
そ
の
地
域
の
個
性
や
伝
統
的
生
活
・
文
化

と
一
体
化
し
た
不
可
欠
な
部
分
で
も
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
当
然

の
も
の
、
あ
る
い
は
好
ま
し
い
も
の
で
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
程
度
の
喬
い
も
の
を
、
先
の
報
告
書

の
定
義
で
は
、
「
価
値
が
高
い
も
の
」
と
表
現
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
「
文
化

的
景
観
」
は
、
い
か
に
価
値
が
高
い
と
し
て
も
、

「
文
化
的
景
観
」
の
考
え
方

と
自
然
遺
産
を
登
録
し
、
両
者
を
同
一
の
枠
組

み
の
も
と
に
一
体
的
に
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
。

加
え
て
、
平
成
四
年
か
ら
、
人
間
の
営
為
と
自

然
と
の
結
合
の
所
産
で
あ
る
「
文
化
的
景
観

(
c
u
l
tllr
n
l
 
l
a
n
d
s
c
a
pe
)

」
の
考
え
方
を
導
入
し
、

作
業
指
針
を
改
訂
し
た
。
そ
れ
に
よ
灯
、
①
庭

園
・
公
園
な
ど
の
「
意
匠
さ
れ
た
景
観
」
、
②
現

在
ま
で
遺
存
し
た
り
、
遺
跡
な
ど
の
記
念
物
と

一
体
と
な
っ
て
「
有
機
的
に
進
化
す
る
景
観
」
、

③
信
仰
，
文
学
・
芸
術
活
動
な
ど
と
「
関
連
す

る
景
観
」
が
、
登
録
対
象
に
加
え
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
の
②
に
は
，
コ
ル
デ
ィ
レ

ラ
の
棚
田
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
、
サ
ン
テ
ミ
リ
オ
ン

地
域
（
フ
ラ
ン
ス
）
な
ど
の
農
林
水
産
薬
に
関

連
す
る
景
観
が
含
ま
れ
て
い
る
。

99999999  

て
い
る
。

さ
ら
に
、
近
年
、
殷
拾
（
「
田
毎
の

月
」
長
野
県
）
や
，
日
米
の
手
＇
枚
田
（
石
川
県
）

が
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
。
両
者
と
も
傾
斜

地
に
小
規
模
な
水
田
が
数
多
く
築
造
さ
れ
た
棚

田
地
域
の
景
観
を
指
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
考

え
方
と
し
て
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
改
町
さ
礼
た
指

針
し
近
い
。
文
化
庁
に
設
置
さ
れ
た
「
農
林
水

産
業
に
関
連
す
る
文
化
的
景
観
の
保
存
。
・
整
備
・

活
用
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
は
、
平
成
一
五

年
の
報
告
に
お
い
て
、
こ
の
方
向
を
推
進
す
る

こ
と
の
重
要
性
と
保
護
の
方
法
に
つ
い
て
の
展

望
を
示
し
た
。

こ
の
報
告
書
で
は
、
「
文
化
的
景
観
」
を
「
農

山
漁
村
地
域
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
背
景
と

し
て
、
伝
統
的
産
業
お
よ
び
生
活
と
密
接
に
か

か
わ
り
、
そ
の
地
域
を
代
表
す
る
独
特
の
上
地

利
用
の
形
態
ま
た
は
固
有
の
風
土
を
表
す
景
観

で
価
値
が
高
い
も
の
」
と
定
義
し
て
い
る
。

ユ
ネ
ス
コ
や
文
化
庁
に
よ
る
「
文
化
的
景
観

動
態
的
で
あ
り
、
伝
統
的
な
産
業
・
生
活
の
急

速
な
変
化
に
伴
っ
て
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

場
合
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
指
定
と
保

存
が
急
務
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

「
文
化
的
景
観
」
の
保
存
の
た
め
に
は
、
少
な

く
と
も
次
の
二
つ
の
観
点
が
霊
要
で
あ
る
。
そ

の
一
っ
は
、
「
文
化
的
景
観
」
を
構
成
す
る
部
分

が
、
た
と
え
個
人
所
有
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
外

か
ら
見
え
る
部
分
、
つ
ま
り
景
観
の
一
部
と
な

る
部
分
は
公
共
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
で

あ
ろ
う
。
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
で
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
の
考
え
方
は
、
例

え
ば
建
物
を
新
築
す
る
場
合
、
日
本
の
よ
う
に

単
に
建
蔽
率
や
容
積
率
、
寓
さ
制
限
と
い
っ
た

形
式
的
な
い
し
ハ
ー
ド
の
面
だ
け
で
は
な
く
、
外

見
が
そ
の
地
区
の
機
能
や
景
観
と
合
致
す
る
か

否
か
な
ど
に
つ
い
て
の
地
区
委
員
会
の
認
可
の

手
続
き
を
経
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
手
続
き
に
よ
り
地
域
住
民
の
合
意
と
し
て
、

好
ま
し
い
伝
統
的
な
文
化
景
観
が
維
持
な
い
し

再
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

二
つ
目
の
観
点
は
、
「
文
化
的
景
観
」
の
保
存

が
、
単
に
伝
統
的
景
観
を
固
定
す
る
も
の
で
は

な
く
、
動
態
的
に
維
持
・
再
形
成
す
る
方
向
で

あ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

京都大学大学院

文学研究科教授

金田章裕
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図 ドイツ、ショルフハイデ。コリン生物圏保證

区。淡い／I頁に核、緩衝区、基盤区（文化的景観

区）となっている

本
年
六
月
一
―
一
日
に
日
本
初
の
文
化
的
景
観

を
保
護
す
る
た
め
の
研
究
の
報
告
が
行
わ
れ
た

（
文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課
、
，
二
0
0
1
―
-
)
。

こ
れ
は
我
が
国
の
環
境
・
文
化
政
策
に
画
期
的

な
こ
と
で
あ
り
、
景
観
を
科
学
す
る
者
と
し
て

し

、

。

う
オ
し
し

景
観
に
は
美
し
い
と
い
う
意
味
が
内
包
さ
れ

て
い
る
。
英
語
の
l
a
n
d
s
c
a
p
e
も
同
じ
で
、
両
者

と
も
風
景
や
風
致
と
呼
ば
れ
る
土
地
の
外
観
を

意
味
す
る
。
景
観
は
人
間
の
営
み
で
つ
く
ら
れ

る
の
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
自
然
の
場
合
は

自
然
景
観
と
し
て
い
る
。
本
来
の
景
践
は
農
村

景
観
、
都
市
景
観
な
ど
対
象
で
区
分
も
さ
れ
る

が
、
そ
こ
に
独
特
性
を
意
識
す
る
こ
と
で
文
化

的
景
観
cultural
l
a
n
d
s
c
a
p
e
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
美
と
健
康
は
常
に
同
等
で
は
な
い
。
健
康

な
、
元
気
な
景
観
は
、
そ
こ
が
生
産
の
場
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
w
o
r
k
m
g
l
a
n
d
s
c
a
p
e
と
呼
ば

れ
る
。
意
訳
す
れ
ば
、
活
気
の
あ
る
景
観
と
な

あ
っ
た
。
農
地
景
観
を
主
と
す
る
文
化
的
景
観

は
「
ハ
レ
」
で
は
な
く
「
ケ
」
で
あ
り
、
鑑
賞
や
保

護
す
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
。
生
業
の
場
は
錦

絵
に
描
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
西
洋
面
の
風
景

l
a
n
d
s
c
a
p
e
の
ジ
ャ
ン
ル
は
架
空
の
山
水
に
と
ど

ま
っ
た
。
水
田
を
斜
面
に
造
営
す
る
た
め
に
は
、

棚
田
が
必
要
と
な
る
。
水
を
蓄
え
る
た
め
で
あ

る
。
既
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
の
棚
田

は
世
界
遺
産
と
な
っ
て
い
る
。
＇
ー
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ハ
リ
島
の
棚
田
も
美
し
い
（
写
真
③
）
。
コ
コ

ナ
ツ
ヤ
シ
と
併
存
し
て
い
る
が
、
多
雨
の
当
地

で
は
、
尾
根
の
保
護
も
兼
ね
て
農
作
物
の
ヤ
シ

が
植
栽
さ
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
棚
田
や
段
々

畑
は
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
下
に
発
展
し
た
文
化
的

景
観
で
あ
り
、
農
業
文
化
を
継
承
し
て
い
く
た

化
的
景

②ドイツ、デルナウのブドウ栽培農村

③インドネシア、バリ島テカララン村の棚田とココナツヤシ植林

ろ
う
。
こ
の
延
長
上
で
、
土
地
の
利
用
様
式
を

欧
州
大
陸
で
景
観
L
a
n
d
s
c
h
a
f
t
と
い
う
。
土
地

と
体
制
の
合
体
語
で
あ
る
。
国
際
的
に
発
展
し

つ
つ
あ
る
景
観
生
態
学
l
a
n
d
s
c
a
p
e
e
c
o
l
o
g
y
は

こ
の
景
観
を
探
求
し
て
い
る
。

一
九
九
三
年
に
ユ
ネ
ス
コ
が
且
界
遺
産
条
約

に
新
た
に
文
化
的
景
観
を
位
置
づ
け
る
会
議
を

行
っ
た

(
v
o
n
D
r
o
s
te,e
t
 aL
,
1
9
9
5
)
。
写
真
①

は
、
そ
の
会
議
を
総
括
し
た
本
で
あ
る
。
当
時
｀
p

文
化
的
景
観
の
保
襲
制
度
を
も
た
な
い
日
本
か

ら
の
出
席
者
と
し
て
、
政
治
鼠
論
で
は
気
後
れ

し
た
の
を
思
い
出
す
。
既
に
欧
米
で
は
景
観
保

護
の
国
内
法
が
整
備
さ
れ
、
指
定
地
の
景
観
向

上
に
予
算
や
人
材
が
投
入
さ
れ
て
い
た
。
例
え

ば
ド
イ
ツ
は
国
内
に
景
観
保
護
地
域
を
広
く
保

有
し
て
い
た
（
写
真
②
）
。
こ
の
景
観
保
護
地
域

の
機
能
は
単
一
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
生
態
圏

保
護
区
b
i

o
s
p
h
e
r
e
r
e
s
e
r
v
e
の
核
や
緩
衝
区
を
包

含
す
る
基
盤
と
な
る
広
範
な
地
区
に
も
旺
さ
れ

め
に
そ
の
再
発
見
を
す
べ
き
で
あ
る
。
今
回
の

文
化
庁
の
二
次
調
査
地
域
に
も
棚
田
は
多
い
。

文
化
的
景
観
は
農
業
な
ど
人
の
営
み
で
維
持

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
の
生
業
は
不

可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
が
国
の
農
林
水
産

業
は
全
体
と
し
て
弱
体
化
し
て
い
る
。
文
化
的

景
観
を
守
る
た
め
の
新
た
な
努
力
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
関
係
行
政
機
関

は
も
と
よ
り
、

N
P
O
の
協
力
や
、
住
民
の
意

識
改
革
と
行
動
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
単
独

で
は
実
現
困
難
で
、
協
働
が
求
め
ら
れ
る
。
し

一方、

蕊

f
 。s 
e
 
Cap紙

d
s
環
n
u
 

a
aJ 
＞
 

i-、
ralal 

u
s
 

It u
e
 

e

>

 
吋

①

u
 

て
い
た
（
図
）
。
美
と
実
の
両
方
で
景
観
が
保
護

さ
れ
、
そ
の
量
や
質
に
応
じ
た
世
界
•
国
・
地

方
レ
ベ
ル
の
格
付
け
が
欧
米
で
進
め
ら
れ
つ
つ

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
の
国
際
会
議
開
催
の
必

然
社
は
そ
こ
に
あ
っ
た
。

ア
ジ
ア
に
も
優
れ
た
文
化
的
景
観
は
あ
る
。

今
日
ま
で
そ
の
価
値
を
評
価
す
る
試
み
が
な
か

っ
た
だ
け
で
あ
る
。
日
本
に
も
景
観
百
選
等
の

活
動
は
あ
る
が
法
的
根
拠
を
も
た
な
い
。

観
光
名
所
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
て
も
、
花
見

の
宴
が
で
き
ず
温
泉
な
ど
も
な
け
れ
ば
月
別
カ

レ
ン
ダ
ー
に
写
真
で
し
か
知
ら
れ
な
い
存
在
で

か
も
永
続
が
目
標
で
あ
る
。
農
地
の
様
能
の
な

い
棚
田
は
保
護
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
今
回

の
文
化
庁
の
闊
査
報
告
で
の
二
次
調
査
地
域
、

重
要
地
域
な
ど
の
地
域
か
ら
多
く
の
世
界
遺
産

が
誕
生
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
ま
た
、
微
力

な
が
ら
そ
の
た
め
の
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
。

【
参
考
文
賊
】

v
o
n
 D
r
o
st
e
,
B
;
,
e
l
 
a
l
;
C
u
l
w
r
a
l
 L
a
n
d
.
s
c
,
i
p
e
s
 o
f
 U
n
i
v
e
r
s
a
l
 

v
a
h
歪
G
u
st
a
v
Fi
scher, 1
9
9
5
 

文
化
庁
文
化
附
部
記
念
物
課
「
『
農
林
水
距
業
に
関
連
す
る
文
化
的

景
観
の
保
談
に
関
す
る
闊
査
研
究
（
報
告
）
』
に
つ
い
て
」
『
月
刊

文
化
財
』
平
成
一
五
年
九
月
号
、
四
1
六
ニ
ペ
ー
，
ジ

広島大学
総合科学部教授

中越信和

1 3ふ文化庁月報 2003.i I 
2003.11 文化庁月報疫 12



．
 

゜．
 
．
 
．
 

゜
魯

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

e
 ．
 

゜．
 
．
 

。．
 

鳩

．
 

⑬
 

．
 

゜．
 

⑲
 

゜．
 
．
 

゜
e
 ．
 

゜．
 
．
 

o-

．
 

護
~

保
~

の
~

観
~

景
~

的
~レビ
ー・文~
朧

集
寺牛 '....● ●.............，，.. "..●.........................................・秒.........

商
麗

名勝か夷捨（田毎の月）の姪石地区

こ
の
た
び
、
文
化
庁
に
よ
っ
て
「
農
林
水
産

業
に
関
連
す
る
文
化
的
景
観
の
保
護
に
関
す
る

調
査
研
究
（
報
告
）
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の

内
容
は
、
研
究
の
背
景
に
な
っ
た
も
の
や
景
観

保
護
の
在
り
方
、
今
後
の
課
題
に
ま
で
及
ぶ
も

の
で
、
具
体
的
な
対
象
地
域
も
列
挙
さ
れ
て
い

る
。
対
象
は
、
水
田
、
畑
地
、
森
林
、
漁
場
な

ど
の
土
地
利
用
に
関
す
る
景
観
や
気
象
、
習
俗
゜

行
事
に
よ
っ
て
現
わ
れ
る
風
土
に
関
す
る
景
観
、

伝
統
的
産
業
お
よ
び
生
活
を
示
す
文
化
財
の
周

辺
の
景
観
な
ど
で
あ
り
、
二
次
謂
査
で
は
五
〇

二
か
所
、
そ
の
う
ち
の
一
八
0
か
所
が
重
要
地

域
に
選
ば
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
農
山
漁
村
の
文
化
的
景
観
は
、

近
代
化
と
経
済
効
率
を
菫
視
し
た
国
の
施
策
や

社
会
的
風
潮
の
中
で
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
き

る
棚
田
百
選
の
認
定
、
棚
田
学
会
の
設
立
、
洵

外
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ビ
ン
・
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
の
棚

田
の
世
界
遣
産
登
録
な
ど
棚
田
に
対
す
る
人
々

の
関
心
を
高
め
た
一
連
の
動
き
で
あ
る
。
こ
れ

ら
が
、
国
の
直
按
支
払
制
度
に
よ
る
棚
田
の
耕

作
助
成
、
都
市
住
民
が
経
済
的
な
支
援
を
行
う

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
広
が
り
な
ど
を
生
み
、

棚
田
景
観
を
保
全
す
る
取
組
に
結
び
つ
い
た
の

で
あ
る
。

た
。
例
え
ば
、
我
々
が
美
し
い
と
思
っ
て
い
る

漁
村
景
観
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
自
然
と
文
化
・

伝
統
の
も
と
で
、
地
域
の
資
材
を
用
い
、
生
活

様
式
に
合
わ
せ
て
建
て
ら
れ
た
固
有
の
民
家
と

農
耕
風
景
を
つ
く
り
出
し
て
い
た
。
そ
れ
が
家

屋
は
全
国
共
通
の
同
一
規
格
の
住
居
に
な
り
、

耕
地
も
整
然
と
し
た
大
型
圃
場
に
姿
を
変
え
た
。

ま
た
、
ハ
サ
（
稲
架
）
に
利
用
さ
れ
た
あ
ぜ
木

は
切
り
倒
さ
れ
、
朋
°
排
水
路
は
『
一
面
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
整
備
さ
れ
て
個
性
の
な
い
風
景
に
塗

り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中

で
、
文
化
的
景
観
に
光
が
当
て
ら
れ
た
こ
と
は

意
味
深
い
こ
と
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
施
策
を

充
実
さ
せ
、
保
全
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

先
行
し
た
棚
田
景
観
の
保
全

と
こ
ろ
で
、
農
山
漁
村
の
文
化
的
景
観
の
中

で
、
棚
田
景
観
は
他
に
先
駆
け
て
関
心
を
集
め
、

（
田
徳
の
月
）
地
区
と
石
川
県
輪
島
市
白
米
地
区

の
二
か
所
の
棚
田
を
既
に
名
勝
に
指
定
し
て
保

全
に
当
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
農
耕
地

が
生
産
の
場
と
し
て
経
済
的
・
実
用
的
な
価
値

か
ら
し
か
と
ら
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
．
＇

農
耕
地
が
つ
く
り
出
す
景
観
に
文
化
的
な
価
値

を
付
与
し
た
こ
と
や
名
刹
の
寺
院
や
そ
の
所
有

農
地
、
棚
田
の
核
心
部
分
に
と
ど
ま
ら
ず
、
周

辺
農
地
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
に
ま
で
指
定
の

範
固
を
広
げ
、
周
辺
地
域
の
環
境
を
一
体
と
し

て
と
ら
え
、
文
化
的
景
観
の
包
括
的
な
保
全
を

図
っ
て
お
り
画
期
的
で
あ
っ
た
。

今
後
、
棚
田
以
外
の
農
山
漁
村
の
文
化
的
景

観
を
評
価
し
て
、
対
象
地
域
を
拡
大
し
て
保
護

に
当
た
る
場
合
、
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
対
象
と
な
る
空
間
が

農
林
水
産
業
の
経
済
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
場

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
効
率
性
の
追
求
と
の
競
合

で
あ
る
。
ま
た
、
文
化
財
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
が
経
済
活
動
の
継
続
に
有
効
で
あ
る
か
の
懸

念
も
あ
る
。

既
に
、
名
勝
指
定
さ
れ
た
棚
田
地
区
で
は
伝

統
的
形
態
の
保
全
か
ら
全
面
的
な
形
態
改
変
ま

文
化
庁
は
長
野
県
千
曲
市
（
更
埴
市
）
放
拾

保
全
に
当
た
っ
て
の
課
題

文
化
庁
に
よ
っ
て
名
勝
指
定
さ
れ

た
二
か
所
の
棚
田

光
が
当
て
ら
れ
た
罠
山
漁
村
の
文

化
的
景
観

化

と
し
て

で
の
四
段
階
に
分
け
た
現
実
的
な
保
存
管
理
の

方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
理
想
的

に
は
伝
統
的
形
態
の
保
全
が
望
ま
し
い
こ
と
か

ら
、
そ
こ
に
軸
足
を
置
き
、
過
疎
化
や
高
齢
化

に
よ
る
農
林
水
産
業
の
担
い
手
不
足
の
解
消
も

含
め
た
経
済
活
動
の
継
続
を
も
可
能
に
す
る
行

政
の
分
野
を
超
え
た
さ
ら
に
幅
広
い
連
携
が
必

要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

名勝白米の千枚田

既
に
保
全
の
取
紺
が
始
ま
っ
て
い
る
。
今
回
の

調
査
研
究
に
お
い
て
も
、
重
要
地
域
と
し
て
選

ば
れ
て
い
る
水
田
景
観
―
二
豆
か
所
の
中
で
、
ニ

二
か
所
が
棚
田
景
観
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
ま
ず
棚
田
景
観
自
体
が
農
村
景
観

の
中
で
日
本
入
の
原
風
景
と
い
わ
れ
、
特
別
な

も
の
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
『
日
本
の
景
観
』

一
九
九
三
）
を
書
い
た
樋
口
忠
彦

（
筑
摩
書
房
、

が
日
本
人
の
ふ
る
さ
と
と
し
た
山
の
辺
の
地
は

棚
田
が
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
森
を
背
後

に
し
た
山
麓
部
に
は
集
落
が
で
き
、
谷
頭
に
棚

田
が
開
か
れ
た
。
森
か
ら
の
清
ら
か
な
水
は
飲

料
水
と
な
り
、
隣
接
す
る
田
を
潤
し
、
森
か
ら

集
め
ら
れ
た
枯
葉
を
堆
肥
に
し
て
米
が
作
ら
れ

て
き
た
。
そ
の
景
観
は
我
々
の
心
を
癒
し
、
や

す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
空
間
と

い
え
る
も
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
国
内
に
お
け
る
全
国
棚
田
（
千

枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、
農
林
水
産
省
に
よ

早稲田大学
教育学部教授

中島峰広
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特璽文化的景観の保護
集
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「
調
査
研
究
」
の

特
色
と
目
的

2
 

石
塚
克
彦
（
劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
代
表
i

劇
作
家
・
演
出
家
）
／
小
野
佐
和
子
（
千
葉
大
学

教
授
二
庭
園
デ
ザ
ー
1
ン
学
）
／
金
田
章
裕
（
京
都

大
学
大
学
院
教
授
二
歴
史
地
理
学
）
／
下
村
彰
男

（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
[
森
林
風
景
計
圃
学
）
/

千
賀
裕
太
郎
（
東
京
農
工
大
学
教
授
は
農
業
土
木

学
）
／
中
越
信
和
（
広
島
大
学
教
授
二
徊
物
生
態

学
）
／
中
島
峰
広
（
早
稲
田
大
学
教
授
[
農
業
地

理
学
）
／
服
部
英
祉
（
九
州
大
学
大
学
院
教
授
[

中
世
史
）
／
春
山
成
子
（
東
京
大
学
大
学
院
助
教

授
は
農
業
土
木
学
）
／
樋
口
忠
彦
（
京
都
大
学
大

学
院
教
授
｀
京
観
工
学
）
／
藤
本
強
（
國
學
院

大
学
教
授
[
考
古
学
）
／
吉
田
博
宣
(
日
本
大
学

大
学
院
教
授
二
坦
園
学
）
／
米
山
淳
一
（
財
団
法

人
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
事
業
課
長
五
退
産

保

存

）

．

※
な
お
、
第
一
回
検
討
委
員
会
の
開
他
に
当
た
り
石
井
進
氏

（
鶴
見
大
学
客
員
教
授
）
が
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
が
、

平
成
一
三
年
一

0
月
二
四
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
た
め
、
第

三
回
検
討
委
員
会
の
開
催
に
当
た
り
藤
本
強
氏
（
國
學
院

大
学
教
授
）
が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
談
に
は
農
林
水

産
省
農
村
振
興
局
整
備
郭
農
村
整
備
課
総
合
整
備
事
業
推

進
室
が
オ
ブ
サ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
た
。

「
調
査
研
究
」
は
、
農
林
水
産
業
と
い
う
伝
統
的
な

基
幹
産
業
に
関
連
す
る
文
化
財
ま
た
は
文
化
遺
産
を

対
象
と
し
て
景
観
の
観
点
か
ら
評
価
を
行
い
、
そ
の

表 「文化的景観」の重要地域の分類

分類 種類

水田景観

2
 

畑地景観

例示

。独特の地形及び気候と関連するもの（棚田．．し谷津田.畦畔木等）

・地上及び地下に還る遣跡と関連するもの（条里制と重複する水田景観等）

。独特の地形及び気候と関連するもの（段々畑、．防風林を有する畑地等）

・地上及び地下に遠る遣跡と関連するもの

（条里制、新田開発の地割等と重複する畑地撥観等）

•特定の作物及び独特の耕作方法と関連するもの

草地景観 ・管理により維持されてきたもの（採草地、放牧地等）

森林景観
と管理により維持されてきたもの

（生産林、薪炭林、二次林、防風林、防砂林、防潮林等）

漁場景観

漁港景観

海浜景観

6
 

河川景観

池沼景観

湖沼景観

水路景観

・独特の地形及び気候と関連するもの

・伝統的水産業と関連するもの（地引網、潮垣 牡蝸及び海苔の蓑殖等）

。独特の地形及び気候と閤連し、管理により維持されてきたもの

（ため池掘瓢蓑原等）

・伝統的漁法と関連するもの（梁漁、白魚漁等）

。渡し、義飼い等の場となっている河川景観または水距景観を含む

7
 

集落に関連する景観

古来より信仰及び行楽の対象と

なってきた景観

古来より芸術の題材及び創造の

背景となってきた景観

独特の気象によって現れる景観

Ill 
伝統的産業及び生活を示す文化財の周

辺の景観

IV 1 ~Illの複合景観

。独特の生業、地形、気候と関連するもの

（集落の防風林、集落を区画する石垣及ひ垣根等）
・・----..... --... ・-・-・・. ---. 

•生業との関連で、信仰の対象となってきた山、衰、池沼、滝等の景観

•生業との関連で、行楽の場となってきた景観

・古来より詩歌及び絵画等の芸術作品の題材もしくはそれらの創造の背景となった

農林水産業の景観

．雨、霧、雪、蜃気楼なとによって現れ、農林水産業の季節を象徴する独特の景観

・農林水産業によって形成された工作物（恩、橋等）と一1本となって展開する景観

。複数の異種の要素が、ある体系のもとに有楼的に椴能している地域

（水田と水源地、生産地と簗落等）

・農業、林業、水産業の各景観が組み合わさった景観

0・⇔哉●●内●● ● 0 0 ●.............●..........,.....・........●,......・..................

：

ー

ロ

文
化
庁
で
は
、
「
農
林
水
産
業
に
関
連
す
る
文
化
的

景
観
の
保
存
。
整
備
。
活
阻
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」

（
以
下
、
「
検
討
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
、
稲

作
な
ど
農
林
水
産
業
に
関
連
す
る
文
化
的
景
観
（
以

下
、
「
文
化
的
景
観
」
と
い
う
。
）
の
保
殿
に
関
し
て

主
と
し
て
記
念
物
の
観
点
か
ら
閏
査
研
究
（
以
下
、

「
調
査
研
究
」
と
い
う
。
）
を
実
施
し
て
き
た
。

平
成
一
五
年
六
月
―
二
日
の
第
五
回
検
討
委
員
会

に
お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
冨
辱
林
水
産
業
に
関

連
す
る
文
化
的
景
観
の
保
設
に
関
す
る
調
奔
研
究
（
報

告
）
』
（
以
下
、
「
報
告
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
既

に
『
月
刊
文
化
財
』
平
成
一
五
年
九
月
号
（
文
化
庁

文
化
財
部
監
修
、
第
一
法
規
）
に
お
い
て
全
文
を
褐

載
す
る
と
と
も
に
冊
子
と
し
て
全
都
道
府
県
、
市
町

村
の
文
化
財
保
護
主
管
課
に
配
布
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(

h

ttp:
/
/
w
w
w
'
b
u
n
k
a
.

g
o
.
j
p
/
)
に
お
い
て
も
公
開
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

「
調
査
研
究
」
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

：
＇
九
」
の
|
|
」

一
ー
背
景
お
よ
び
経
緯

近
年
、
日
本
各
地
に
お
い
て
棚
田
や
里
山
な
ど
の

保
設
に
関
す
る
各
種
の
取
組
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
抵

界
遣
産
の
分
野
に
お
い
て
も
平
成
七
年
に
「
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
の
捌
田
」
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
が

世
界
遺
産
一
覧
表
に
登
録
さ
れ
た
の
を
契
機
と
し
て
、

「
文
化
的
景
観
」
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
日
本
国
内
に
お
け
る
文
化
財
保
設
の
分
野
で

も
、
有
形
・
無
形
を
開
わ
ず
歴
史
的
な
価
値
を
有
す

る
文
化
的
な
所
産
を
、
文
化
財
を
含
む
広
い
意
味
で

の
文
化
遣
産
と
し
て
と
ら
え
、
後
世
に
伝
え
現
在
の

生
活
に
も
生
か
す
饒
点
か
ら
保
存
・
活
厨
が
必
要
と

さ
礼
る
文
化
遺
茫
の
範
囲
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
文
化
遺
産
の
一
っ
と
し
て
「
文
化
的
景
観
」

の
保
護
に
対
す
る
要
請
が
大
き
な
高
ま
り
を
見
せ
て

い
る
。
ま
た
、
「
熊
捨
（
田
毎
0
月
）
」
（
長
野
県
更
旭

市
〈
現
千
曲
市
〉
）
な
ど
既
に
名
勝
に
指
定
さ
れ
保
設

さ
れ
て
い
る
棚
田
が
あ
る
一
方
、
消
滅
の
危
槻
に
瀕

し
て
い
る
も
の
も
多
く
、
「
文
化
的
景
観
」
の
地
域
の

保
襲
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
不
十
分
な
状
況
に
あ
る
。

以
上
の
よ
ヽ
つ
な
「
文
化
的
景
説
」
を
取
り
巻
く
国

内
外
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
文
化
財
の
一
分
野
で
あ
る

記
念
物
の
般
点
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
「
文
化
的
景

観
」
の
保
叢
に
関
す
る
詰
課
題
に
つ
い
て
「
鯛
査
研

究
」
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
文
化
庁
は
平
成

―
二
年
一

0
月
二
五
日
に
「
検
討
委
員
会
」
を
設
置

こ。

し
f「
検
討
委
員
会
」
の
委
員
名
簿
は
次
の
と
お
り
で
あ

。
7
Q
 

[
委
員
名
簿
]

赤
坂
信
（
千
葉
大
学
助
教
授
こ
風
景
計
画
学
）
＇

文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課

研す

ヒ
ヽ

ー

（
報
告

ヽ

回

ー

パ

ら

9
1

」
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特朧文化的景観の保護鬱集．．．...........................●0 ● 0・・.......●●........................... o o.. 0 0,...  0 0函.................................................・.......Q......... 

④名勝白米の干枚田（石川県）

⑤勝沼の葡萄畑（山梨県）

⑤別府温泉の湯けむりと扇山の風景（大分慄）

保
設
の
在
り
方
を
示
し
た
最
初
の
成
果
で
あ
る
。
「
飼

査
研
究
」
で
は
、
「
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
「
文
化

的
景
観
」
の
保
護
に
関
す
る
包
括
的
な
審
議
を
行
う

と
と
も
に
、
主
と
し
て
、

口
保
護
の
施
策
を
講
ず
べ
き
「
文
化
的
景
観
」
の
地

域
の
選
択

，＇， 位
文
化
財
の
観
点
か
ら
見
た
「
文
化
的
景
観
」
の
総

合
的
な
保
設
の
方
策

に
関
す
る
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

3
「
報
告
」
の
内
容

「
調
査
研
究
」
に
お
い
て
は
、
以
下
に
示
す
「
文
化

的
景
観
」
の
定
義
に
該
当
す
る
も
の
を
対
象
と
し
て

一
次
飼
査
を
行
い
、
そ
の
成
果
に
基
づ
き
「
文
化
的

景
観
」
を
T
-
I
N
の
種
別
に
分
類
し
た
。
ま
た
、
ニ

次
調
査
を
経
て
、
重
要
地
域
の
選
択
を
行
っ
た
。
重

要
地
域
の
選
択
の
経
過
お
よ
び
分
類
は
そ
れ
ぞ
れ
図

1
お
よ
び
前
ペ
ー
ジ
の
表
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

[
「
文
化
的
景
観
」
の
定
義
]

農
山
漁
村
地
域
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
背
景
と

し
て
、
伝
統
的
産
業
お
よ
び
生
活
と
密
接
に
か
か
わ

り
、
そ
の
地
域
を
代
表
す
る
独
特
の
土
地
利
用
の
形

態
ま
た
は
固
有
の
風
上
を
表
す
景
観
で
価
値
が
高
い

も
の
。

る
に
当
た
り
、
現
行
の
記
念
物
の
保
設
制
度
と
「
文

化
的
景
観
」
の
保
談
の
在
り
方
の
関
保
を
整
理
し
、

「
文
化
的
景
観
」
の
保
護
方
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
示

し
た
。

①
現
行
の
記
念
物
の
保
護
制
度
と
「
文
化
的
景
観
」

文
化
財
保
設
法
に
基
づ
く
現
行
の
保
護
制
度
の
う

ち
、
特
に
記
念
物
の
観
点
か
ら
重
要
地
域
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
、
記
念
物
を
構

成
す
る
史
跡
、
~
名
勝
お
よ
び
天
然
記
念
物
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
か
ら
の
「
文
化
的
景
観
」
の
評
価
お
よ
び
事

例
を
次
の
よ
う
に
示
し
た
。

鬱
史
跡
の
観
点
か
ら
見
た
「
文
化
的
景
観
」

歴
史
上
ま
た
は
学
術
上
の
価
値
の
高
い
地
割
も
し

く
は
土
地
利
用
の
在
り
方
等
を
示
す
遣
跡
が
、
現
代

の
農
耕
地
ま
た
は
林
地
等
と
融
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

独
特
の
「
史
跡
の
景
観
」
を
形
成
し
て
い
る
も
の
。

①
保
護
の
施
策
を
講
守
べ
き
「
文
化
的
景

観
」
の
選
択

[
―
次
調
査
お
よ
び
二
次
鯛
査
】

「
定
義
」
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
全
国
的
な

所
在
状
況
の
把
握
を
目
的
と
し
て
一
次
閥
査
を
実
施

し
、
二
三
―
―
件
の
「
文
化
的
景
観
」
の
地
域
を
確

認
し
た
。
一
次
調
査
に
お
い
て
確
誇
し
た
こ
各
化
的
景
観
」

の
地
域
の
中
か
ら
、
農
林
水
産
業
の
景
観
ま
た
は
農

林
水
産
業
と
深
い
関
連
性
を
有
す
る
景
観
で
、
独
特

の
性
質
と
梢
成
要
素
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
の
条
件
を

満
た
す
五
0
二
件
を
選
択
し
、
現
状
把
櫃
の
た
め
に

二
次
調
査
を
実
施
し
た
。

富
重
要
地
域
の
選
択
]

前
記
の
五
0
二
件
の
中
か
ら
、

I
I
W
の
各
種
別

に
対
応
し
た
「
選
択
の
基
準
」
と
と
も
に
選
択
に
当

た
っ
て
留
意
す
べ
き
点
を
「
選
択
の
視
点
」
と
し
て

整
理
し
、
各
基
準
に
該
当
す
る
一
八
0
件
の
重
要
地

域
を
選
択
し
た
。

次
の
三
点
に
基
づ
く
総
合
的
な
評
価
が
必
要
。

□歴
史
的
な
地
割
ま
た
は
土
地
利
用
の
在
り
方
等

を
良
好
に
示
す
土
地
に
埋
蔵
さ
れ
た
遣
跡

]
田
一
定
程
度
の
変
容
を
受
け
て
は
い
る
が
、
口
に

関
連
し
て
歴
史
的
な
地
割
ま
た
は
土
地
利
用
の

在
り
方
を
地
上
の
地
形
ま
た
は
地
貌
に
顕
著
に

表
し
て
い
る
遣
跡

国

□お
よ
び
O
i
J
と
一
体
を
な
す
現
代
の
農
耕
地
ま

た
は
林
地
等

0
史
跡
の
観
点
か
ら
評
価
が
可
能
な
重
要
地
域

史
跡
日
根
荘
遺
跡
（
大
阪
府
、
写
真
①
）
、
石
井
樋

お
よ
び
多
布
施
川
（
佐
賀
隅
、
写
真
②
）
、
十
三
湖
の

景
観
（
青
森
県
、
写
真
③
）
ほ
か

・
名
勝
の
観
点
か
ら
見
た
「
文
化
的
景
観
」

古
来
よ
り
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
、
芸
術
作
品
等

に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
て
き
た
農
林
水
産
業
の
風
致

①史跡日根荘造跡（大阪府）

②
文
化
財
の
観
点
か
ら
見
た
「
文
化
的

景
観
」
の
総
合
的
な
保
護
の
方
策

保
護
の
施
策
を
講
ず
べ
き
「
文
化
的
景
観
」
の
選

択
の
結
果
に
基
づ
き
、
そ
の
保
護
の
方
策
を
検
討
す

景
観
を
な
す
地
域
で
観
賞
上
の
価
値
が
高
い
も
の
。

0
名
勝
の
観
点
か
ら
貯
価
が
可
能
な
重
要
地
域

名
勝
白
米
の
千
枚
田
（
石
川
県
、
写
真
④
）
、
勝
沼

の
葡
萄
畑
（
山
梨
県
、
写
真
⑤
）
、
別
府
温
泉
の
湯
け

む
り
と
扇
山
の
風
景
（
大
分
県
、
写
真
⑤
）
ほ
か

鬱
天
然
記
念
物
の
観
点
か
ら
見
た
「
文
化
的
景
観
」

学
術
上
価
値
の
高
い
動
植
物
が
生
息
、
繁
殖
、
渡

来
ま
た
は
自
生
す
る
土
地
な
ら
び
に
学
術
上
価
値
の

高
い
地
質
鉱
物
お
よ
び
特
異
な
自
然
の
現
象
が
生
じ

て
い
る
土
地
に
お
い
て
農
林
水
産
業
が
営
ま
れ
、
そ

れ
ら
の
生
業
お
よ
び
産
業
の
在
り
方
が
当
骸
天
然
記

念
物
の
存
続
に
物
理
的
ま
た
は
精
神
的
に
深
い
関
連

を
有
す
る
も
の
。

0
天
然
記
念
物
の
観
点
か
ら
評
価
が
可
能
な
重
要
地
域

天
然
記
念
物
岬
馬
お
よ
び
そ
の
繁
殖
地
（
宮
崎
県
、

写
真
⑦
）
、
秋
吉
台
の
ド
リ
ー
ネ
畑
（
山
口
県
、
写
真

⑧
)
、
阿
蘇
山
の
大
カ
ル
デ
ラ
地
形
に
お
け
る
牧
野
景

観
（
熊
本
県
、
写
真
⑨
）
ほ
か

②
「
文
化
的
景
観
」
の
保
護
の
在
り
方

「
文
化
的
景
観
」
の
保
護
の
在
り
方
を
検
討
す
る
に

当
た
り
、
「
文
化
的
景
観
」
の
特
質
を
整
理
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
質
に
応
じ
た
保
護
の
考
え
方
を
示
す
と
と

も
に
、
保
屁
の
施
策
を
請
ず
べ
き
地
域
に
関
す
る
保

護
制
度
の
考
え
方
、
保
存
管
理
お
よ
び
整
備
活
用
の

考
え
方
な
ら
び
に
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
示
し
た
。

囚
「
文
化
的
景
観
」
の
特
質

「
文
化
的
景
観
」
に
は
以
下
に
示
す
七
つ
の
特
質
が

図1 調査の流れと調査対象件数

I ― 
1次調査の件数

I 2次調査の件数

I 重要地域として選択した件数
I 
I （なお、適切な保護の方法を検討す
＇ および地域の分布を考虚のうえ、

I ち81牛＇立）について詳細調査を試験甘
I -
詐）（I窟良野の農菜漿観（北海逍窟良野市・J．塙良野町,q,富良野
町）、②芍直i.m（埼玉！恥所沢市・三芳町）、（欧k1J1千枚田（千

（宮1J1限砺磁I了・小矢部市 福
（京都府京老I：市），

＜郷菜観（福

（熊木県阿盈

②石井樋および多布施川（佐賀慄）

③十三湖の景観（青森凛）
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特瓢文化的景観の保護
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図3 「文化的景観」の保護制度の考え方

I ＠固有の風土的特色など地域性が豊か I 
全国的な観点より優秀であるものについて強い規制のもとに保詣を＿

行う従来の記念物の指定制度では対応しきれないものもある I 7 

I ◎多数の所有者からなる広大な土地に展開ト~ I 

I 適切な規制のもとに支援が可能となるような面的保護の制度が韮臼］~

I ←] 

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

0
二
次
訓
査
の
対
象
と
し
た
地
域
の
保
設

都
道
府
県
ま
た
は
市
町
村
が
多
様
な
手
法
を
も
視

野
に
入
れ
つ
つ
、
文
化
財
お
よ
び
文
化
遣
産
と
し
て

の
保
護
の
梢
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

国
保
存
管
理
お
よ
び
監
備
活
用
の
考
え
方

「
文
化
的
景
観
」
の
保
存
管
理
お
よ
び
整
備
活
用
に

お
い
て
は
以
下
に
示
す
点
を
十
分
踏
ま
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

図4

図2 2種類の「文化的景観」と記念物との空
閻的関係を示す模式図

文化的景観（A):

それ自体で高い価値を有するもの

文化的景観(B):

他の記念物等の文化財の周辺に展開し、一体の価

値を有するもの

あ
る
。□晨
山
樵
村
地
域
の
伝
統
的
産
業
や
生
活
を
基
盤
と

し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

口
農
山
漁
村
地
域
の
屁
史
や
文
化
の
特
色
を
反
映
す

る

も

の

で

あ

る

こ

と

，

国
時
間
の
経
過
の
中
で
、
あ
る
一
定
の
幅
で
常
に
変

化
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と

国
有
形
、
無
形
の
多
様
な
要
素
か
ら
な
り
、
そ
れ
ら

の
諸
要
素
と
、
諸
要
素
間
の
有
機
的
関
係
に
重
要

性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

口
景
観
が
展
開
す
る
空
間
の
規
模
や
、
景
般
を
視
覚

的
に
認
識
す
る
視
点
の
在
り
方
な
ど
、
景
観
構
遣

の
点
に
お
い
て
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
こ
と

伺
絶
滅
危
惧
種
な
ど
の
貴
重
な
生
物
穂
や
多
様
な
小

動
物
の
生
息
地
と
も
な
り
、
自
然
の
生
態
系
の
維

持
に
お
い
て
霊
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
場
合

が
多
い
こ
と

⑮
そ
れ
自
体
で
学
術
上
の
高
い
価
値
を
有
す
る
も
の

の
み
な
ら
ず
、
他
の
記
念
物
等
の
周
辺
に
展
開
し
、

一
体
の
価
値
を
有
す
る
も
の
も
多
い
こ
と
（
図
2

)

⑤
「
文
化
的
景
観
」
の
保
護
の
考
え
方

「
文
化
的
景
観
」
の
保
襲
に
お
い
て
は
七
つ
の
特
質

に
応
じ
た
以
下
の
七
つ
の
項
目
を
十
分
に
跨
ま
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

口
農
林
水
産
業
と
伝
統
文
化
と
の
適
切
な
調
和
の
必

要
性

団
地
域
の
住
民
を
は
じ
め
開
係
者
間
の
合
意
形
成
の

必
要
性

国
時
間
に
よ
る
適
切
な
変
容
を
視
野
に
入
れ
た
保
設

の
必
要
性

的
有
形
無
形
の
構
成
要
素
と
そ
れ
ら
の
有
機
的
関
係

に
注
目
し
た
保
護
の
必
要
性

い
保
存
管
理
計
画
お
よ
び
翌
備
活
用
計
画
の
策
定
の

必
要
性

山
「
文
化
的
景
観
」
の
価
値
を
日
々
の
生
活
の
中
で

隊
識
す
る
取
組
の
必
要
性

国
地
域
振
興
・
地
域
お
こ
し
の
核
と
し
て
の
整
備
活

用
の
誰
進
の
必
要
性

印
保
護
の
主
体
と
し
て
の
地
域
住
民
、
地
方
公
共
団

体
お
よ
び

N
P
o
.
N
G
O
の
連
携
協
力
の
必
要

性
閲
人
祠
の
育
成
の
必
要
性

国
文
化
財
行
政
等
農
林
水
産
行
政
の
施
策
に
お
け
る

役
割
分
担
の
推
進
の
必
要
性

⑦天然記念物岬馬およびその緊殖地（宮崎農）

い
景
観
構
造
の
多
様
性
に
注
目
し
た
保
護
の
必
要
性

団
生
物
多
椋
性
と
生
態
系
の
維
持
に
果
た
す
役
割
に

注
目
し
た
保
護
の
必
要
性

国
周
辺
の
地
域
を
一
体
の
も
の
と
し
て
含
め
た
「
文

化
的
景
観
」
の
総
括
的
な
保
設
の
必
要
性

心
匠
誤
の
制
度

「
調
査
研
究
」
に
お
い
て
重
要
地
域
と
し
て
選
択
し

た
他
域
お
よ
び
二
次
調
査
の
対
象
と
し
た
地
域
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
に
示
す
よ
う
な
方
向
性
の

も
と
に
保
護
の
方
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
な

お
、
保
護
制
度
の
考
え
方
お
よ
び
保
護
制
度
の
案
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
図
3
お
よ
び
図

4
に
示
す
と
お

り
で
あ
る
。

尋
重
要
地
域
の
保
誼

文
化
財
お
よ
び
文
化
遺
産
の
保
護
の
観
点
か
ら
固

が
相
応
の
施
策
を
請
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
制
度

「文化的景観」の保護の在り方

，ど＇ど一ー：／

,’9, 9 : -̀¥¥‘ヽ ‘‘、¥

（許可制による保臨）バ、

- 9’‘’9 91 

～`～ （届出制による緩やかな保護） ／／／゜

~ --
----―-—"----------・·

「文化的景観保存地区」（仮称）の定義と保護制度の案

(1)「文化的景観保存地区」（仮称）とは、「文化的景観」を保護するため

市町村が定める地区をいう。

(2)市町村は、条例により「文化的景観保存地区」（仮称）を定め、許可

制（中心地区）と届出制（中心地区周辺）の2段階からなる規制の

もとに保語の制度を定める。

(3)国は、市町村の申出に基づき、「文化的景観保存地区」（仮称）の中

から重要な区域（上記の許可制に係る中心地区の全部または一部）

を「重要文化的景観保存地区」（仮称）に選定することができる。

観： 文□：要：あ査i果
⑧秋吉台のドリーネ畑（山口農）
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⑤阿蘇山の大カルデラ地形における牧野景観（熊本累）
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冨
例
紹
介
]

国

際

ア

ニ

メ

・

マ

ン

ガ

フ

ォ

ー

ラ

ム

松
竹
大
歌
舞
伎
近
松
座
公
演

日
本
に
お
け
る
ト
ル
コ
年

四
懇
闘
躙

.

.

.

 

今
月
号
の
特
集
で
は
、
「
文
化
的
景
観
の
保
護
」
を
お

届
け
い
た
し
ま
し
た
。
「
文
化
的
景
嗣
」
と
い
う
言
棠
は
皆

様
に
は
な
じ
み
の
悔
い
用
語
だ
と
忍
い
ま
す
か
、
本
文
中

の
棚
田
や
里
山
等
の
事
例
で
な
ん
と
な
く
イ
メ
ー
ジ
し
て

し
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
て
し
ょ
う
か
0

，
へ
と
自
然
が
長

い
年
月
を
か
け
、
共
同
し
て
つ
く
り
上
げ
て
き
た
文
化
的

景
観
。
そ
れ
を
保
全
・
保
談
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
糾
は
、

枇
界
逍
産
の
事
例
で
わ
か
る
よ
う
に
今
や
世
界
的
な
湖
流

と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
化
庁
と
し
て
も
文
化
的
般
観
の
保

設
施
策
に
つ
い
て
蜆
在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

[
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

文
化
庁
文
化
交
流
使

祠
言
]

日
本
文
化
の
国
際
発
信

日
本
文
化
の
国
際
発
信

令
特
集
令

,' 
令
長
官
対
談
傘

交
化
人
の
本
音
]
河
合
隼
雄
文
化
庁
長
官
対
談

加

籐

剛

俳

優

[
長
官
コ
ラ
ム
文
化
庁
の
抜
穴
】

令
連
戟
奇

言
が
ま
ち
の
文
化
振
興
条
例
】

鳥
取
県

E

い
き
い
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ー
美
術
館
・
博
物
館
哀
業
レ
ポ
ー
ト
ー
l

中
山
道
広
重
美
術
館
（
岐
阜
県
）

[
著
作
権
の
保
護
と
そ
の
例
外
]

【
子
ど
も
た
ち
か
ら
見
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
]

五
個
荘
町
金
堂
（
滋
賀
県
）

[
全
国
発
掘
調
査
ホ
ッ
ト
情
報
]

千
坊
山
遇
跡
（
宮
山
県
）

[
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
事
業
]

な
が
す
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
（
熊
本
県
長
洲
町
）

[
外
来
語
の
現
状
と
そ
の
解
決
の
た
め
に
]

…
…
…
…
…
…
•
•
。
・
・
・
甲
斐
陸
朗
国
立
国
語
研
究
所
所
長

【
探
訪
日
本
の
世
界
遺
産
】

厳
島
神
社
（
広
島
眼
）

＝
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
も
っ
と
楽
し
む
方
法
】

仏
画
の
見
方

〖
日
本
の
伝
統
美
と
技
を
守
る
人
々
]

木
工
品
修
理
・
桜
井
洋

雰
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
]

奪
文
化
庁
ニ
ュ
ー
ス
會

国
立
劇
場
お
き
な
わ
の
開
場
に
つ
い
て

平
成
一
五
年
度
文
化
庁
長
官
表
彰
表
彰
者
決
定

文
化
朋
は
、
国
民
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
な
し
に
後
祉

に
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
う
さ
ら
に
は
、

一
度
失
う
と
二
度
と
取
り
戻
す
こ
と
の
で
き
な
い
日
本
の

賞
重
な
財
遥
で
も
あ
り
ま
す
。
従
来
の
文
化
財
に
な
い
面

的
な
広
が
り
を
も
つ
文
化
的
景
観
は
、
地
域
住
民
の
み
な

ら
ず
、

N
P
O
、
地
方
公
共
団
体
、
国
等
が
相
互
に
協
力

し
合
っ
て
初
め
て
そ
の
保
設
が
図
ら
れ
る
も
の
で
す
。
本

特
染
が
皆
様
の
文
化
的
景
観
に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
け
る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

(T•K) 

ほ
か
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